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　　あらかじめ誌面をグリッド（格子）によって区切り，その区切りにあわせて，文字や図版をレイア
ウトするという方法があります。要素の多いものをレイアウトするときや，カタログや雑誌などでは
多く用いられています。

　　グリッドに沿った形でレイアウトされたものは，整然としていて読みやすく堅い印象のものになります。
　

　　グリッドからはなれたレイアウトは自由で楽しげな印象を与えます。基準の線がないので，多くの要
素を配置する場合は，バランスをとるのが難しいです。

グリッド

⬆  これは，２×４のグリッド。グリッ
ドの数を増やせば，自由度は
高くなる。グリッドの数が少な
ければ，デザインが固定され，
より整って見えるが，自由度は
下がる。

⬆  必ず全てのグリッドを埋めなけ
ればいけないということではな
い。

これまでのレイアウトの基本の知識をいかして，次の課題に沿ったオーストラリア旅行
記の誌面をそれぞれレイアウトしてみましょう。必要に応じて，文章や写真の量を調整
してかまいません。最初にラフスケッチをしてからはじめましょう。どんな理由でどの
ようにレイアウトしたのか説明しましょう。
課題１　落ち着いた誌面で定評のある50代向けの雑誌
課題２　楽しげな誌面の若者向けの雑誌
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